
パーパスドリブンなブランド
革新と創造を通じて世界中の人々がこころ豊かな暮らしを送れるよう、社会課題の解決に結びつくブランドを展開し、
顧客ロイヤルティの向上とブランド価値の向上を目指します。

● �ブランドロイヤルティ 
向上によるリピート 
ユーザーの増加および 
新規ユーザー獲得を 
通じた長期的かつ持続的
な売り上げの増加

● �パーパスに基づく一貫し
たマーケティングによる
投資効率の向上により、
ブランド価値向上を 
通じた価格プレミアムの 
確保と、効率的な顧客 
獲得による収益性・ 
ROICの改善

全
体

① �全ブランドにおける、生活者と
社会の課題に応え共感を得る
＝存在意義のある「パーパス
ドリブンなブランド」への進化

② �ブランドパーパスに基づいた
マーケティング強化による 
ロイヤルティ向上 

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

③ �ブランドパーパスを通じた、
ブランドの役割と価値の浸透 

④ �ブランドパーパスに基づいた 
生活者の共感度の把握と 
マーケティングの高度化

製
品
・
支
援
活
動

⑤ �ブランドパーパスに基づいた
製品価値による、生活者・ 
社会とのコミュニケーション

⑥ �ブランドパーパスに基づいた
生活者と社会の課題解決 
支援

「メリーズ」：保育園向けの 
子育てサポートサービス 

「Kaoすまいる登園」の 
継続展開 ①

「THE ANSWER」：感情と技術
を軸に進化する 
ヘアケア事業改革 ②

「キュレル」：世界市場チャレン
ジを加速、乾燥性敏感肌で悩む 
世界の人たちへ花王の技術で 
アプローチ ③

「ロリエ」：一人ひとりの暮らし
や社会課題に貢献する 

「職場のロリエ」「学校のロリエ」
の継続展開 ④

「SENSAI」：サステナブル視点
で一貫して取り組む「自然との 
つながり」「伝統美を紡ぐ」 

「人とのつながり」⑤

「est」：アジアの若者の学習を 
支援するプロジェクトの 
継続展開 ⑥

指標 目標 実績（2025年）

社会課題に対応し、生活者の 
暮らしや社会で共感を得られる、
存在意義のあるブランドの比率 
①

100%
2030年

59%

製品を使用している生活者に 
おける製品ブランドへの 
好意（度）③

ー 76.2%

● �生活者や社会の課題に
対応した取り組みを 
通じた、生活者のこころ
豊かな暮らしや社会へ 
の貢献

● �環境への配慮を商品価値
とすることで、生活者の
環境保護意識を向上

リスク​

● �他社のブランドパーパス
に基づくマーケティング
や支援活動の先行による、
自社ブランドの競争力 
低下や事業機会の喪失

● �ブランドロイヤルティ 
低下による価格競争への 
レジリエンス低下と 
収益性の悪化

● �生活者や社会の課題を 
とらえたブランドパーパ
スに基づくマーケティン
グによる、既存顧客の 
ロイヤルティの向上と 
新規顧客獲得による 
事業成長

● �生活者の共感度を活用 
したマーケティングの 
高度化と、それによる 
長期的な競争力の向上

● �生活者や社会の課題 
解決に向けた活動展開と
発信による、ブランドに
対する信用度・好感度の
向上とブランド価値の 
向上

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績
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ライフスタイルの推進

> パーパスドリブンな
ブランド

暮らしを変える
イノベーション

責任ある原材料調達

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

113



 戦略​
特定されたリスクと機会への対応として、花王は以下の戦略を策定しています。すべてのブラ

ンドを、社会課題に対応し、生活者や社会から真に共感される価値を提供できるブランドへと進
化させるため、製品開発、マーケティング、コミュニケーション活動を展開します。これらの戦略
は、中期経営計画「K27」の核となる「グローバル・シャープトップ」戦略の実現に向けた礎です。

① �全ブランドにおける、生活者と社会の課題に応え共感を得る＝存在意義のある
「パーパスドリブンなブランド」への進化
生活者や社会課題に真摯に向き合い、それらに対応する製品やサービスを提供することで、

生活者や社会からの共感を獲得し、ブランドとしての存在意義を強化する。それらによって、生
活者や社会との信頼関係を構築し、ロイヤルティ向上につなげる。

② ブランドパーパスに基づいたマーケティング強化によるロイヤルティ向上
ブランドパーパスに基づいた一貫性のあるマーケティング活動を強化する。生活者にブランド

の存在意義を浸透させ、ブランドロイヤルティの向上、さらにはステークホルダーの支持向上を
目指す。この活動によって、収益基盤を強化し、中長期的な成長につなげる。

③ ブランドパーパスを通じた、ブランドの役割と価値の浸透
ブランドパーパスに基づくサービスの役割を生活者にわかりやすく伝達し、ブランドの存在価

値を浸透させる。これによりブランドへの共感度を高め、生活者ステークホルダーからの支持に
つなげる。

戦略
「パーパスドリブンなブランド」を保有することによるリスク低減と機会創出に向け、花王らし

く、実効性があり事業成長と社会解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能かつ競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可

欠です。社会課題の認識は花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、

新たな事業機会も見いだしています。これらのリスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定す
るうえで重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のと
おりです。

● �サステナビリティに関するブランドの姿勢や取り組みに対する、生活者の注目度の高まり
● �製品の機能面だけでなく、ブランドの理念や世界観への共感を重視する生活者の増加
● �生活者の課題解決を目的とするブランドが共感と信頼を獲得する傾向の高まり

● �生活者の共感度を活用したマーケティングの高度化と、それによる長期的な競争力の
向上

● �生活者や社会の課題解決に向けた活動展開と発信による、ブランドに対する信用度・
好感度の向上とブランド価値の向上

関連する取り組み: �P118  「THE ANSWER」：感情と技術を軸に進化するヘアケア事業改革、P119  「キュレル」：世界市場チャレンジを加速、
乾燥性敏感肌で悩む世界の人たちへ花王の技術でアプローチ

関連する取り組み: �P118  「THE ANSWER」：感情と技術を軸に進化するヘアケア事業改革

関連する取り組み: �P119  「キュレル」：世界市場チャレンジを加速、乾燥性敏感肌で悩む世界の人たちへ花王の技術でアプローチ

リスク​
● ��他社のブランドパーパスに基づくマーケティングや支援活動の先行による、自社ブラン

ドの競争力低下や事業機会の喪失
● ブランドロイヤルティ低下による価格競争へのレジリエンス低下と収益性の悪化

機会
● �生活者や社会の課題をとらえたブランドパーパスに基づくマーケティングによる、既存

顧客のロイヤルティの向上と新規顧客獲得による事業成長

快適な暮らしを
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思いやりのある選択を
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ライフスタイルの推進
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④ ブランドパーパスに基づいた生活者の共感度の把握とマーケティングの高度化
ブランドに対する生活者の共感度を的確に把握するとともに、生活者の理解に基づくマーケ

ティング活動を推進し、マーケティングの高度化を図る。またDX推進およびデータドリブン経
営によって、その効果を最大化する。

⑤ �ブランドパーパスに基づいた製品価値による、生活者・社会との 
コミュニケーション

ブランドパーパスと連動した、生活者や社会に貢献する花王製品の提供を通じて、花王の持
続可能性に向けた企業姿勢を明確に伝えるとともに、生活者のサステナビリティ意識の向上を
図る。このコミュニケーション活動を通じて、生活者の信頼を得ると同時に、社会課題への具体
的な解決策を示す。

⑥ ブランドパーパスに基づいた生活者と社会の課題解決支援
ブランドの目的に沿って生活者のニーズや社会問題を理解し、これに応じた支援や活動を通

じて、共感を生み出し、持続可能な社会の実現を目指す。

関連する取り組み: �P120  「SENSAI」：サステナブル視点で一貫して取り組む「自然とのつながり」「伝統美を紡ぐ」「人とのつながり」

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、財務面および環境・社会面で、次のようなインパクトを創出できると考え

ています。

戦略のレジリエンス
気候変動をはじめとする環境・社会課題に柔軟かつ持続的に対応するため、ブランドパーパ

スを見直し、マーケティング活動を高度化するとともに、他企業や行政とのパートナーシップを
強化しています。これらの取り組みにより、外部環境の変化に対応できるレジリエンスを備えつ
つ、ブランドへの共感と社会的信頼を広げ、持続可能な価値創造を実現しています。

財務インパクト
● �ブランドロイヤルティ向上によるリピートユーザーの増加および新規ユーザー獲得を通

じた長期的かつ持続的な売り上げの増加
● � �パーパスに基づく一貫したマーケティングによる投資効率の向上により、ブランド価値

向上を通じた価格プレミアムの確保と、効率的な顧客獲得による収益性・ROICの改善

環境・社会インパクト​
● ��生活者や社会の課題に対応した取り組みを通じた、生活者のこころ豊かな暮らしや社

会への貢献
● ��環境への配慮を商品価値とすることで、生活者の環境保護意識を向上

 目標と進捗

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗状

況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その達成
状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進しています。

本テーマでは、社会課題に対応し、生活者や社会から共感を得られる存在意義のあるブラン
ドへの進化を目指し、その進捗を示す指標として、パーパスドリブンなブランドの比率を設定し
ています。2025年度より、事業成長を牽引するブランド戦略や市場変化を踏まえ、生活者や社
会課題解決への貢献度をより実質的に評価するため、グローバル展開を推進する注力ブランド
を中心に算出対象を見直しました。これにより、本指標は事業成長と社会的価値創出の双方の
進捗をより適切に反映するものと考えています。2025年は59％となり、製品を使用している生
活者におけるブランドへの好意度も76.2％と、共感や信頼は着実に高まっています。今後は、生
活者や社会の課題への対応をさらに強化するとともに、その取り組みを一貫したブランド活動と
して展開することで、共感の獲得とブランドロイヤルティの向上を図り、持続的な事業成長につ
なげていきます。

戦略 指標
実績 中長期目標

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①

社会課題に対応し、生活者
の暮らしや社会で共感を 
得られる、存在意義のある 
ブランドの比率

ー ー 52％
（53％）※1

52％
（57％）※1 55％ 59%※2 100% 2030

※1（ ）内は旧定義による値
※２ 2025年対象ブランドの見直しを実施
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ガバナンス
グローバルコンシューマーケア部門を主管部門として、次の3つの会議体を定期的に開催し、

「パーパスドリブンなブランド」における戦略を推進しています。 
事業部門長および各部門責任者が参加する会議では、ESGコミッティにおける議論内容や海

外規制動向、各事業における対応方針など、ESG推進に関する情報共有を行うとともに、重要
課題や方針について議論しています。 

また、総括および事業部門長、研究開発部門、生産部門、購買部門などの責任者が参加する
会議では、新製品や大規模投資を伴う案件について、製品性能や製品価値、収支を含めた事業
性をグローバルな視点から議論しています。 

さらに、事業部門ごとに、事業部門、研究部門、生産部門、品質保証部門などの責任者や担
当者が参加する会議を開催し、商品化に関わる製品性能や製品価値、事業性について、ESGの
観点も含めて確認しています。

リスク・機会管理

 管理プロセス
「パーパスドリブンなブランド」におけるリスク・機会への取り組み状況については、下記のと

おりPDCAのプロセスで管理し、着実な改善を図っています。

P（リスク・機会の確認）
ESG推進を目的とした会議において、グローバル規制や顧客要請などの各種動向をモニタリ

ングし、それに伴うリスク・機会を確認。確認したリスク・機会に基づき、対応方針を検討。​

D（リスク・機会に基づく対応）
同会議で決定した対応方針を関連部署へ展開し、具体的な活動を推進。方針を製品開発プロ

セスに反映し、必要に応じて承認・確認を実施するとともに、各種活動の内容を社内外に開示。
※ 各活動は、取り組み（P118～120）をご覧ください。​

C（対応状況のモニタリングと評価）
同会議において、実施中の対応活動の進捗状況を報告・評価。必要に応じて、活動内容や結

果をESGコミッティに報告し、提案事項を共有。

A（課題への対応と改善）
モニタリング結果や提案内容に基づき、活動方針や実施体制を必要に応じて改善。リスクへ

の対応策や取り組み内容の継続的な改善を図る。

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

アジアや欧米を含む国内外でブランド強化活動が行われ、市場シェアの拡大や生活者からの
高評価など、さまざまな成果が得られました。今後は、さらに高い共感度を獲得するために、生
活者のニーズに応じた製品やサービスの開発、透明性のある情報提供、持続可能な取り組みを
さらに進め、ブランドの信頼性や共感度を向上させて持続的な成長につなげていきます。

 指標と実績
お客さま満足度

戦略 指標
実績

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

③ 製品を使用している生活者における 
製品ブランドへの好意（度）※2 74.3％ 73.0% 73.3% 75.6% 76.2%

※2 各商品カテゴリーにおける「好意ブランド」選択率

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

サステナブルな
ライフスタイルの推進

> パーパスドリブンな
ブランド

暮らしを変える
イノベーション

責任ある原材料調達

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

116



 取り組み
花王では、「パーパスドリブンなブランド」に向けたさまざまな取り組みを行っています。これ

らの取り組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進さ
れています。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み

全体

① �全ブランドにおける、生活者と社会の 
課題に応え共感を得る＝存在意義のある

「パーパスドリブンなブランド」への進化 

「メリーズ」：保育園向けの子育てサポート
サービス「Kaoすまいる登園」の継続展開

② �ブランドパーパスに基づいたマーケティ
ング強化によるロイヤルティ向上

「THE ANSWER」：感情と技術を軸に 
進化するヘアケア事業改革

ブランディング

③ �ブランドパーパスを通じた、 
ブランドの役割と価値の浸透 

「キュレル」：世界市場チャレンジを加速、 
乾燥性敏感肌で悩む世界の人たちへ 
花王の技術でアプローチ

④ �ブランドパーパスに基づいた生活者の 
共感度の把握とマーケティングの高度化

「ロリエ」：一人ひとりの暮らしや社会課題
に貢献する「職場のロリエ」「学校のロリ
エ」の継続展開

製品・
支援活動

⑤ �ブランドパーパスに基づいた 
製品価値による、生活者・社会との 
コミュニケーション

「SENSAI」：サステナブル視点で一貫して 
取り組む「自然とのつながり」 

「伝統美を紡ぐ」「人とのつながり」

⑥ �ブランドパーパスに基づいた生活者と社
会の課題解決支援

「est」：アジアの若者の学習を支援する 
プロジェクトの継続展開
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花王は、「髪の生きる力を、人の生きる力へ」という事業ビジョンのもと、ヘアケアブラ
ンドのフォーメーションを、人間の本質的な感情ニーズに基づいて再編しています（ポー
トフォリオ参照）。感情を起点としながら、花王の資産である100年にわたるヘアケア研
究の知見を活かし、各ブランドにおいて生活者の期待を上回るモノづくりを推進してきま
した。

2024年に発売した「THE ANSWER」は、こうした事業改革を象徴するブランドです。
主なお客さま像は、「誠実でバランスのとれた生活をしたい」というニーズをもつ自立志
向の強い女性で、ものごとを選択する際に自分なりのこだわりを重視し、ヘアケアにおい

「THE ANSWER」：感情と技術を軸に
進化するヘアケア事業改革

地域：日本

対応する戦略：②

ても、高い技術力に裏打ちされた成分配合や補修力といった本質的な高品質価値を求め
ています。

「THE ANSWER」は、こうした
価値観に応えるべく、花王100年の
ヘアケア研究から導き出した「美髪
5 大必須成分（補修）」を世界で初
めてすべて配合したシャンプー・ト
リートメントとして開発されました。
うるおい、まとまり、ツヤ、なめらか
さ、しなやかさという5つの美髪価
値を高いレベルで同時に満たす製
品設計により、使い続けることで実
感できる、確かな知覚品質を実現し
ています。

また、「塗り洗い」という独自の
使用アプローチにより、ぬれた髪に
シャンプーを塗り広げてから泡立て
ることで、ケア成分を髪1本1本に
行き渡らせる体験価値を創出してい
ます。感性と技術が融合したこの体験は、単なる機能訴求にとどまらず、生活者が納得
感をもって選び、継続できるヘアケア習慣につながっています。

これらの取り組みにより、同年春に発売した「melt」などと合わせた花王のハイプレ
ミアムブランドは好調に推移しています。「THE ANSWER」は発売以来、累計出荷本数
340万本を突破し、ハイプレミアム領域におけるメーカーシェア順位も大幅に上昇しまし
た（2023年32位→2025年第4四半期3位）。初年度での黒字化も達成しています。

 「THE ANSWER」は、今後も感情を起点とした一貫性のあるブランド育成を通じて、
人の生きる力を支えていきます。
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拡大を図り、この10年で3.3倍に成長した4.5兆円のグローバル敏感肌市場へのチャレ
ンジをさらに加速させていきます。

世界戦略としては、日本での堅実な学術活動を通じて築いてきた医師からの信頼を起
点に、グローバルにおいても医師との協働を深化させ、エビデンスを軸としたリテンショ
ンマーケティングを強化します。グローバル競合によるマス広告の大量投入とは一線を
画した、質と信頼に基づく長期的な優位性の確立を目指します。

「キュレル」のお客さまからは現在も「子どもの肌の乾燥が気にならなくなり、これから
もずっと使っていきたい」「つらそうにする子どもに私まで気持ちが塞いでいた。藁にもす
がる思いで購入して、本当によかった」といった声が寄せられています。

「キュレル」は今後も、花王の技術力を活かして乾燥性敏感肌の原因の本質を追究し、
世界中で悩みを抱える人々のQOL向上に貢献することで、世界の敏感肌市場において
存在感あるブランドを目指します。
2025年の日本の敏感肌化粧品市場は対2015年で150%超の伸長
※ �（株）インテージSRI＋データ敏感肌化粧品・ボディケア・ヘアケア推計販売規模（金額）
2025年には過去最高シェアを記録しました
※ ��（株）インテージ　SRI＋データ　敏感肌化粧品
この10年で3.3倍に成長した4.5兆円のグローバル敏感肌市場
※ユーロモニター　ダーマケア（敏感肌）市場　店頭売り上げベース

「キュレル」：世界市場チャレンジを加速、 
乾燥性敏感肌で悩む世界の人たちへ 
花王の技術でアプローチ

地域：グローバル

対応する戦略：①③

近年、世界的な気候変動や大気汚染の広域化、ストレスの増大などを背景に、敏感肌
意識をもつ人々の数は増大しています。2025年の日本の敏感肌化粧品市場は対2015
年比で150%超の伸長を示しています。

「キュレル」は、「乾燥性敏感肌で悩む人が、安心して気持ちのままに取り組めるように
なる」ことをパーパスに掲げ、1999年の発売以来、日本の敏感肌市場でトップシェアを
確立してきたブランドです。2025年には過去最高シェアを更新しました。

花王ならではの、手荒れの原因解明を起点とする40年超にわたる「セラミド研究」を
基盤に、1987年に開発したセラミド機能物質（SLE）をコア技術として、敏感肌の本質

的な原因を追究し、肌本来の
機能の向上を目指しています。
また、スプレータイプ、バーム
タイプなど、競合他社では対応
が難しい多様な剤型へと技術
を応用することで、生活者の行
動様式や使用シーンの広がり
にも対応しています。

「キュレル」は、花王の成長
ドライバーのひとつと位置づけ
られています。2026年以降は、
日本・中国をベースに、欧州（特
に乾燥性敏感肌が多いエリア
を重 視 ）、北 米、ASEANでの
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better」への化粧品寄付を行うなど、一貫した思想のもとでさまざまな取り組みを展開し
ています。

これらを背景に、「SENSAI」のグローバル売上は2けた伸長と好調に推移しています。
特に、売上構成比の高いドイツでは、「ドイツ ビューティアライアンス（ローカル組織小
売業組合）」において、2025年にスペシャルケア分野でランクを上げ、スキンケアカテゴ
リーでは第2位となるなど、プレステージブランドとして存在感を示しています。

今後は、欧州で築いてきた実績をベースに、アジアをはじめとする他エリアへの展開を
進め、花王グループにおけるグローバルかつサステナブルなリーディングブランドとして、
さらなる強化を図っていきます。

「SENSAI」は、ロンドンのハロッズ百貨店をはじめ欧州で展開していた「Kanebo」か
ら1983年に発売され、今も売り上げの80%を欧州が占めるグローバルプレステージブ
ランドです。

多忙な日々に追われる現代社会で、お手入れを通じて自分の肌と心に真摯に向き合う
大切な時間をつくる＝「丁寧に繊細に生きる」が、ブランドのパーパスです。そして、「シ
ルクの紡ぎ手は艶やかで美しい手指をしていた」という、紡績業を祖業とする会社ならで
はの発見が、シルク由来成分（保湿）を用いた化粧品開発へと結びつきました。この思想
は現在も「SENSAI」を象徴する成分である小石丸シルクエキス（保湿）へと継承されて
います。

絹を紡ぐ過程で生じる廃棄物から有効成分を抽出・配合するというその発想は、かつ
て紡績業で廃棄されていた油から高級化粧石けん「SAVON DE SOIE」を生み出し、好
評を得た実績にも通じるものであり、サステナブルな精神が今も受け継がれていることを
示しています。

現在、欧州を主要市場のひとつとする「SENSAI」にとって、サステナブルであることは
ブランドの根幹をなす考え方です。その姿勢はブランド価値の向上や、お客さまとの深い
関係性の構築につながっています。

こうした背景から、「SENSAI」は今後取り組むべき3つの柱として、「自然とのつな
がり」「伝統美を紡ぐ」「人とのつながり」を策定しました。「自然とのつながり」では、

「SENSAI」を象徴する成分のひとつを育む宮崎県綾町のユネスコエコパークにおいて、
自然環境保護活動やビオトープ環境整備の支援に取り組んでいます。また、「伝統美を
紡ぐ」では、ブランドのアイデンティティである日本文化や小石丸シルクの継承支援に
取り組み、「人とのつながり」では、世界的ながん患者支援プログラム「look good feel 

「SENSAI」：サステナブル視点で 
一貫して取り組む「自然とのつながり」 

「伝統美を紡ぐ」「人とのつながり」

地域：グローバル

対応する戦略：⑤
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山岡 智弘
花王株式会社 
ヘルスビューティケア事業部門 
ヘアケア事業部　ブランドマネジャー

ブランド担当として仕事をする中で、花王のヘアケア100年研究の歴史に触
れるたびに、先人たちが積み重ねてきた技術や知見の厚みを強く感じます。一
方で、その確かな技術があるにもかかわらず、ヘアケア迷子の方々に十分に届
いていないのではないか、という歯がゆさも常にありました。

「いい製品なのに選ばれない」「価値が正しく伝わらない」。技術だけでは生
活者の心に届かないという現実に、数多く直面してきたからです。

 「THE ANSWER」では、人の根源にある感情ニーズを起点にブランドを設計
することで、技術の価値が自然と伝わり、生活者に届いていく手ごたえを感じる
ことができました。届け方が変わると、技術は力を発揮する。その実感を得られ
たことを、素直にうれしく思います。これからも、一人でも多くのヘアケア迷子
を救えるブランドへ育てていきたいと考えています。

欧米を中心とした「キュレル」のグローバル拡大に伴って、敏感肌の方々に、
科学的かつ日本の専門知識に基づいたセラミドケア技術で高品質な商品ライン
をお届けできていることを光栄に思います。「キュレル」の処方は製品すべてを
通じて上質な体験をもたらすために、すみずみまで配慮して開発されており、肌
にやさしいながらも効果的で、高い評価を得ています。この効果や信頼性、優
れた感性の組み合わせこそが、「キュレル」を際立たせる特長です。

「キュレル」の取り組み推進にあたってのチームのモチベーションは、シンプ
ルではありますが、力強いものです。それは、人々の生活に与える真の影響で
す。誰もが、自分の肌を心地よく感じられると、その感覚は自信やウェルビーイ
ング、そして日々の人とのつながりに影響を与えます。

「キュレル」のパーパスは、この人間らしい真実に結びついています—より健
やかな肌を支えることは、よりよい生活の質を支えることだと。敏感肌の悩みに
敬意と科学的な厳格さを持って向き合い、肌の健康がぜいたくなものではなく
自信と快適さのベースとなる社会のために、貢献していきます。このパーパスは、

「キュレル」を世界的に成長させる中で、私たちの情熱を刺激し、決断を導き、
私たちの心をひとつにします—より多くの人々に安心と信頼、すこやかな肌をお
届けするために。

社員の声 社員の声

Carla Ferrario
Kao USA  
マスマーケティング 
ディレクター

確かな技術を生活者へ伝え、 
ヘアケア迷子を救いたい

健やかな肌と、 
より良い生活のために： 

「キュレル」のグローバルな取り組み
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桜井 郁子
花王株式会社　化粧品事業部門 
プレステージブランドビジネスグループ 
SENSAI　ブランドマネジャー

「SENSAI」は、華美を競うのではなく、「日々を丁寧に繊細に生きること」に
宿る上質なラグジュアリーを、化粧品を通して世界にお届けすることを目指して
います。その原点は90年前にさかのぼります。祖業の紡績の過程で廃棄するサ
ナギ油を高級石けんに生まれ変わらせ、欧州ブランドが席巻する当時の化粧品
市場に日本発の道を拓きました。こうした歴史を引き継いで、今、そして未来の
社会に「SENSAI」がどう貢献できるかをチームで協議し、ブランドパーパスに
纏わる支援をしております。「SENSAI」を象徴する成分のひとつである小石丸
シルクを育む、清らかな水が流れる宮崎県綾町のユネスコエコパークの自然環
境保護活動への参画や、小石丸の絹織物をはじめ日本文化の継承活動の支援。
そして、世界で病と向き合う方々が日々を丁寧に生きる一助になる支援も開始
しました。「SENSAI」が提案する真のラグジュアリーを支える一環として、継
続的に取り組んでいきます。

社員の声

「SENSAI」が目指す
Japanese Sustainable Luxury

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

サステナブルな
ライフスタイルの推進

> パーパスドリブンな
ブランド

暮らしを変える
イノベーション

責任ある原材料調達

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

122


